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中之 条 町 立六 合 中 学校

シラネアオイの植栽について

◇ シ ラ ネ ア オ イ に つ い て

シ ラ ネ ア オ イ （ 白 根 葵 ）

学名：Glaucidium palmatum

Siebo ld et Zucc.

キ ン ポ ウ ゲ 科 （ シ ラ ネ ア オ イ 科 と

し て 分 け る こ と も 多 い ） シ ラ ネ ア オ

イ 属 の 多 年 草 の 1種 。 深 山 の 植 物 。

日 本 固 有 種 の 1属 1種 で あ る 。

北 海 道 か ら 本 州 中 北 部 の 日 本 海 側

に か け て の 山 地 帯 と 亜 高 山 帯 の や や

湿 り 気 の あ る と こ ろ に 分 布 し て い

る 。 高 さ は 20-30 cm。 花 期 は 5-7

月 頃 。 花 弁 は な く 、 7 cm ほ ど の 淡

い 紫 色 の 大 き な 萼 片 が 4枚 あ り 、 大

変 美 し い 姿 を し て い る 。

（ wi k ip e d i aよ り ）

◇ シ ラ ネ ア オ イ の 群 生 地 が あ る 野 反 湖

野 反 湖 は 群 馬 ・ 長 野 ・ 新 潟 3県 の 県 境 に 位 置 し 、 周 囲 を 2 ,000メ ー

ト ル 級 の 山 々 に 囲 ま れ 、湖 面 標 高 1,513メ ー ト ル 、水 深 25メ ー ト ル 、

周 囲 10キ ロ メ ー ト ル の ダ ム 湖 で す 。

初 夏 か ら 初 秋 に か け て の 湖 岸

は 、 シ ラ ネ ア オ イ 、 ノ ゾ リ キ ス

ゲ 、レ ン ゲ ツ ツ ジ 、ヤ ナ ギ ラ ン 、

コ マ ク サ な ど 、 30 0種 類 以 上 の 高 山

植 物 が 彩 り 、 秋 に は 紅 葉 を 湖 面 に 映

し 出 し ま す 。
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◇ シ ラ ネ ア オ イ 植 栽 の 歴 史

野 反湖 周辺 にか つ て自 生し てい た シラ ネア オイ の群 落 を復 元し よう と、

復元 活動 を続 けて き た故 山口 雄平 氏 の提 案で 、平 成８ 年 から 毎年 行っ てい

る。現在は、 長男の山口 和雄氏が跡 を継ぎ、育 てた苗を寄 付している 。

昭和 ３ １ 年以 前 の 野反 池 故 山 口 雄平 氏 山 口 和雄 氏

平成 ５年 六合中学校 開校（入山 中・旧六合 中が統合）

山口雄平氏 の指導によ り、八間山 にコマクサ を植栽始ま る

平成 ８年 ２年生によ るシラネア オイの植栽 活動始まる

平成１１年 ３年生によ るシラネア オイの観察 始まる

平成１６年 山口雄平氏 、７８才で 他界

その後、山 口和雄氏（ 雄平氏長男 ）が活動を 引き継ぐ

平成１７年 シラネアオ イ植栽 累 計約５８， ０００株達 成

平成１９年 １年生によ るシラネア オイの苗掘 り始まる

平成２９年 シラネアオ イ植栽 累 計約８７， ０００株達 成

平成３０年 森林レクリ エーション 協会主催（ 会長 三浦 雄一郎）

第３０回森 林レクリエ ーション地 域美しの森 づくり

活動コンク ール表彰（ 全国）
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生徒 数 減 少に よ り 平成 ２ ５ 年度 よ り 、作 業 は １・ ２ 年 生合 同 で 行う よ う にな り ま した 。

◇全校でシ ラネアオ イ観察（毎 年５月下 旬から６ 月上旬）

花 が 咲 く 頃、 昨 年 度 植 えた 苗 は ど うな っ て い るい る か 観 察 に行 き ま す 。３ 年 生 は この 観

察が 最 後 の活 動 に なり ま す 。後 の 作 業は 、 １ ・２ 年 生 に任 せ ま す。

◇１・２年 生による 苗掘り（毎 年９月中 旬）

山 口 和 雄 さん が 裏 山 の 畑で 育 て て いる 苗 を 掘 りに 行 き ま す 。葉 を 落 と し１ ０ 株 ず つ束 ね

ます 。 六 合支 所 の 方々 と 一 緒に 作 業 し、 千 株 以上 の 苗 を準 備 で きま し た 。

◇１・２年 生による 植栽活動（ 毎年９月 下旬）

た く さ ん のボ ラ ン テ ィ アの 方 々 と 一緒 に 八 間 山登 山 道 を １ ０分 ほ ど 登 った 斜 面 に 植え ま

す。 苗 を 植え て 土 をか ぶ せ た後 、 枯 れ葉 を 乗 せて 、 寒 さよ け の “布 団 ” にし ま す 。


